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１． 突然データが消えてしまった。

安価で便利なUSB フラッシュメモリですが、
最近これに関するトラブルが増えています。
大切なデータを失うことがないように、使い
方には注意しましょう。

よくあるトラブル

①作業をするときは、一度データをパソコンにコピーし、

　そのファイルで作業しましょう。

　→直接 USB メモリからデータを読み込んで作業すると

　　メモリに負担がかかり、壊れる可能性も高くなります。

②作業が終わったらデータを USB メモリにコピーし、

　パソコン本体にもデータを残しておきましょう。

　→あくまで USB メモリはバックアップ / 持ち運び用です。

　　万が一壊れたときのためにも、データが USB メモリ

　　以外にも保存しておきましょう。

正しい使い方

USB メモリは電気的にデータを記録す

るので、 静電気やちょっとした磁気で

データが消えてしまう場合があります。

持ち運びや保管場所に注意しましょう。

あまり知られていませんが、 USB メモ

リには寿命があります。 寿命がきたも

のは、 部分的にデータが壊れていきま

す。 寿命はメーカー等によって異なり

ますが、 長いこと使っているものであ

ればあるほど当然リスクは高まります。

失われたデータの復旧は非常に困難です！

各種メモリカードも同様です！！

２． 一部のデータが読めなくなった。


